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日立市立十王中学校 
Ⅰ 実践 
 １ 本校の人権教育の目標 
（１） 経営方針 
   ア 人権に対する理解と認識を高め，各教科，道徳，特別活動など学校生活全体の中で，人間的なふれ

あいを通しての平等や人権尊重の精神の育成を目指す。 
    イ 地域，学校及び生徒の実態を把握して人間関係の改善を図り，言語活動を整えることで意欲的に生

活や学習できる集団づくりを目指す。 
 （２） 施策  
    ア 全職員の共通理解の下に指導体制を確立する。 
    イ 生徒の実態や悩みなどを日記指導・教育相談や日々の観察等を通して的確に把握し，個に応じた指

導をする。 
    ウ 職場体験学習・文化祭など各種行事や活動を通して，感謝の心や思いやりの心を育てる。 
    エ 授業参観，保護者会，家庭訪問，学年通信等を通して，保護者への理解・啓発を促す。 
 ２ 実践内容 
 （１） あいさつ運動 
     毎週木曜日の朝に生活委員，生徒会本部役員，部活動有志が中心となり，登校する生徒に元気にあい

さつをする。また，生徒会本部役員が学区の小学校を訪れ，小学生と一緒にあいさつ運動を行ってい

る。このあいさつ運動はあいさつの大切さを知り，心のこもったよいあいさつができるようにするとと

もに，生徒同士，教師と生徒，保護者と生徒があいさつすることによって心を通わせ，好ましい人間関

係を作ることができるようにすることをねらいとして行っている。 

      
  
 
（２） 全校での取り組み 
    ア 生活アンケートの実施 
      毎月生活アンケートを実施し，気になる生徒には声をかけたり二者面談を実施したりするなどし

て，積極的な生徒理解に努めている。 
    イ ＱＵテストの実施 

学級集団全体の状態をデータとして把握するとともに，特別に支援を必要とする生徒を把握する

ために１，２年生が５，１０月に実施している。５月の実施結果をもとに，分析を行い実行する。再

び１０月に実施し，前回と比較し，人間関係の改善状況を把握し，次の改善につなげた。 
    ウ 山の尾祭体験学習での取り組み 
      土曜授業日を利用し，１年生は長者山遺跡に関する講演会を，２年生は清掃活動と体験学習を，３

年生は卒業生を招いて高校に関するプレゼンテーションを通し，地域の方々との交流を深めることが

できた。 
    エ 道徳・学級活動での取り組み 
     （ア） 道徳…学級の実態に合わせて取り上げた資料や身近に考えさせられる題材を活用し，意見交 

換を通して自分の考えを再構築するような授業展開を心掛けている。 

【資料１ あいさつ運動】              【資料２ 小中連携】 
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     （イ） 学級活動…構成的ｴﾝｶｳﾝﾀｰやﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝｸﾞ，ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄの実践を活用して楽しく活動しなが

ら相手の立場を考え，自分の行動を見直せるような授業構成を心掛けている。 
（３） 学年での取り組み 
   ア １学年で人権作文を通しての啓発 
     夏休みの課題として，各学級で人権作文を課題とした。夏休みのしおりにも明記し，各家庭で「人 

権の大切さ」について子どもと一緒に考える機会とした。 
    イ ２学年での鵜鳥舞の実施 
      学年全体での鵜鳥舞を通して，仲間との協調や郷土への理解・誇りなどの感情を育てた。また，１

学年への部活動単位の継承から信頼関係の醸成や思いやりの心を育んだ。 

      
【資料３ 鵜鳥舞練習】             【資料４ 鵜鳥舞披露】 

     
ウ ３学年での社会科公民的分野での授業実践 

      単元「日本国憲法と人権」の第２時「人権の歴史」にて世界の人権に関する歴史を概観し，人権を

知識・理解面から整理した。 
 （４） 外部講師による講演会 
    ア メディア研修会の実施 
      茨城県の方を講師に招き，携帯電話，スマートフォン等の使い方や危険性について学んだ。 
    イ 薬物乱用防止教室の実施 
      高萩ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞの方を講師に招き薬物の恐ろしさと薬物を勧められた時の断り方などを学んだ。 
    ウ いのちの教育 
      「日立港病院」の末永純子先生を講師に招き，講演会を行った。３年生を対象として「性感染症に 

ついての理解と予防法」，「異性とのよい関わり方」について学んだ。 
 （４） 地域の行事への参加 
    ア 「ひたち秋まつり」「十王地区運動会」への参加 
      ２，３年生が例年，十王鵜鳥舞を披露している。「十王地区運動会」では，2年生が地域の方々へ

素晴らしい舞を披露し，様々な世代の方と交流することができた。 
    イ ボランティア委員による敬老会へのボランティア活動 
      十王地区敬老会にボランティア委員の有志が参加し，付き添いや誘導などを行い，地域の高齢者の 

方々と交流を深めるとともに，人の役に立つことで感謝される経験をすることができた。 
３ 成果 
 ・あいさつ運動では，当日だけにととまらず普段からの全職員による生徒へのあいさつや声掛けを行うことに

より「一人一人かけがえのない存在であり，尊重し合うことの大切さ」について職員を含め全校生徒で確認す

ることができた。 
・体験活動や学校行事等を通して，同学年との交流だけでなく，上級・下級学年や地域の人たちとの交流が図

られ，思いやりや優しさといった人権意識を醸成することができた。 
Ⅱ 今後の課題 
  生徒が身に付けた互いに信頼し，思いやりをもって生活する態度をさらに確かなものにするため，各教科・

特別活動での授業実践や地域との交流を継続していきたい。 


